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「
市
民
と
市
長
の
わ
い
わ
い
ト
ー

ク
」
を
開
催
し
た
各
会
場
で
は
、
地

域
に
関
係
す
る
各
種
団
体
の
代
表

者
や
自
治
会
長
な
ど
で
構
成
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
の
会
員
の
皆

さ
ん
な
ど
か
ら
意
見
や
要
望
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
関

わ
り
が
あ
る
主
な
ご
意
見
な
ど
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
被
害
へ
の
対
応

　

イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
の
農

作
物
へ
の
被
害
は
年
々
増

加
し
、
市
と
し
て
も
対
応

に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
特
に
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
は
、
市

へ
の
報
告
だ
け
で
平
成
24
年
は

５
６
８
万
６
千
円
に
達
し
、
深
刻

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
起
因
す
る
放
射
性
物
質
の
飛

散
で
、
イ
ノ
シ
シ
が
出
荷
制
限
さ
れ

た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
田
畑
へ
の
侵
入
防

止
と
な
る
電
気
柵
な
ど
の
設
置
に

対
す
る
補
助
や
、
威
嚇
の
た
め
の
花

質
疑
と
回
答

火
の
支
給
に
加
え
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
を
組
織
し
て
年
間
を
通
し

て
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
根
本
は

こ
の
個
体
数
を
減
ら
さ
な
い
こ
と

に
は
効
果
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
実
施
隊
の
皆
さ
ん
に
依

頼
し
、
平
成
24
年
85
頭
の
捕
獲
で

あ
っ
た
も
の
を
、
25
年
は
10
月
現
在

で
１
８
０
頭
（
12
月
現
在
、
４
１
４

頭
）
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
追
い
つ
き

ま
せ
ん
。
捕
獲
用
の
箱
わ
な
を
新
た

に
16
基
購
入
し
、
被
害
の
多
い
地
区

に
配
布
し
ま
す
が
、
来
年
度
以
降
も

箱
わ
な
を
増
や
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
「
イ
ノ
シ
シ
問
題
は
農
業
問
題
」

と
の
認
識
の
下
、
今
後
と
も
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
マ
に
つ
い
て
も
、
果
樹

園
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
な
ど
の
被

害
が
出
て
い
ま
す
。
ク
マ
も
毎
年
数

頭
捕
獲
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ノ
シ
シ

と
は
違
い
個
体
数
調
整
に
よ
る
捕

獲
は
で
き
ず
、
有
害
捕
獲
に
よ
る
県

の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
、
被
害
を
受
け
た
場
合
、

す
ぐ
に
捕
獲
で
き
る
わ
け
で
は
な

く
被
害
を
受
け
た
場
所
や
状
況
、
そ

の
場
の
対
応
な
ど
で
変
わ
り
ま
す

が
、
や
は
り
人
的
被
害
に
お
よ
ぶ
危

険
性
が
高
く
な
れ
ば
、
県
の
判
断
で

捕
獲
許
可
が
出
ま
す
。
当
市
で
も
有

害
捕
獲
申
請
を
行
い
、
平
成
24
年
８

頭
、
25
年
は
10
月
現
在
で
２
頭
捕
獲

し
て
い
ま
す
。

　

ク
マ
は
、
人
的
被
害
（
命
）
に
関

わ
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
今
後
も

被
害
報
告
が
届
き
次
第
、
住
民
の
皆

さ
ん
や
実
施
隊
、
県
と
の
連
絡
を
密

に
し
て
被
害
減
少
に
努
め
ま
す
。

消
防
団
員
の
確
保

　

ほ
か
の
自
治
体
で
は
、
①

日
中
の
火
災
に
限
定
し
て

対
応
す
る
「
機
能
別
消
防
団

員
」
制
度
を
採
用
し
、
団
員
経
験
者

や
公
務
員
な
ど
が
活
動
（
大
分
県
臼

杵
市
、
豊
後
大
野
市
な
ど
５
市
）、

②
未
来
の
消
防
団
員
育
成
の
た
め
、

高
校
生
が
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
を
学

ぶ
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
消
防
ク
ラ
ブ
」

を
部
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
（
大

分
県
）
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
も
消
防
署
と

消
防
団
と
協
議
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

の
確
保
策
を
参
考
に
し
、
今
後
検
討

を
進
め
ま
す
。

学
校
給
食
の
産
地
と
放
射

能
測
定

　

学
校
給
食
で
使
用
し
て
い

る
玄
米
は
、
全
農
み
や
ぎ
を

通
し
、
す
べ
て
白
石
市
産
の

１
等
玄
米
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
主
な
産
地
は
福
岡
、

深
谷
、
郡
山
、
白
川
、
大
鷹
沢
で
す
。

　

野
菜
類
は
、
み
や
ぎ
仙
南
農
業
協

同
組
合
を
通
し
て
、
ダ
イ
コ
ン
、
チ

ン
ゲ
ン
サ
イ
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
ネ
ギ

を
使
用
し
、
地
元
の
協
力
を
得
な
が

ら
地
場
産
物
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
能
の
影
響
を
心
配
さ

保
護
者
の
皆
さ
ま
の
声
に
こ
た
え

る
た
め
、
野
菜
類
は
随
時
、
精
米
は

毎
週
１
回
、
学
校
給
食
で
使
用
す
る

前
に
食
品
放
射
能
測
定
シ
ス
テ
ム

で
測
定
。
国
の
基
準
値
以
下
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
使
用
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

は
、
出
身
地
や
応
援
し
た

い
自
治
体
に
２
千
円
を
超

え
る
寄
附
を
す
る
と
、
額
に
応
じ

て
住
民
税
や
所
得
税
が
控
除
さ
れ

る
制
度
で
平
成
20
年
６
月
か
ら

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
の
平
成

24
年
度
寄
附
受
け
入
れ
実
績
は
45

件
で
、
７
９
５
、２
０
０
円
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
、
１
５
１
件
、
３
、

８
６
１
、６
０
０
円
の
実
績
で
す
。

　

な
お
、
24
年
度
に
寄
附
さ
れ
た
方

の
主
な
都
道
府
県
は
、
東
京
都
10

件
、
神
奈
川
県
４
件
、
愛
知
県
４
件
、

大
阪
府
４
件
で
、
寄
附
を
さ
れ
た
方

へ
の
御
礼
は
、
寄
附
金
の
額
に
応
じ

て
「
白
石
藩
倶
楽
部
（
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
）」
を
活
用
し
、
白
石
の
米
や
味

噌
、
醤
油
、
こ
ろ
柿
、
温
麺
な
ど
、

地
場
産
品
に
こ
だ
わ
っ
た
コ
ー
ス

の
中
か
ら
、
お
好
き
な
コ
ー
ス
１
つ

を
選
ん
で
い
た
だ
い
て
、
お
贈
り
し

て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
ふ

る
さ
と
白
石
に
目
を
向
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
白
石
の
地
場
産
品
を

活
用
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
取
り
組
み
ま
す
。

空
き
屋
対
策

空
き
家
対
策
法
案
は
、
議
員

立
法
で
今
国
会
に
提
出
す

る
旨
の
報
道
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
仙
台
市
な
ど
の
空
き
家
対
策

条
例
の
制
定
事
例
も
含
め
、
そ
の
内

容
と
経
過
を
確
認
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

今
後
、
本
市
と
し
て
の
対
応
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

ＱＡ

Ａ

ＱＡ

Ｑ
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道
路
の
補
修

市
で
管
理
し
て
い
る
道
路

は
、
自
治
会
を
通
じ
て
、
場

所
な
ど
を
教
示
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
現
地
を
確
認
の

上
、
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
出
荷
制
限
へ
の
対
応

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
起
因
す
る
放
射
性

物
質
の
飛
散
で
、
平
成
24
年

５
月
１
日
に
国
か
ら
タ
ケ
ノ
コ
の

出
荷
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
南
地
域
で
は
白
石
市
と
丸
森

町
の
タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
２
月
に
大

河
原
地
方
振
興
事
務
所
で
、
同
事
務

所
、
白
石
市
、
丸
森
町
の
３
者
に
よ

る
「
タ
ケ
ノ
コ
出
荷
制
限
解
除
に
関

す
る
打
ち
合
わ
せ
会
議
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
今
後
の
出

荷
制
限
解
除
へ
の
取
り
組
み
を
生

産
者
の
方
と
確
認
し
な
が
ら
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
で
は
、

出
荷
制
限
解
除
に
向
け
て
、
市
内
の

タ
ケ
ノ
コ
生
産
者
か
ら
50
検
体
を

目
標
に
４
月
か
ら
７
月
の
間
、
検
体

を
採
取
し
ま
し
た
。
気
候
の
不
順
な

ど
で
23
検
体
と
目
標
に
は
届
か
な

か
っ
た
も
の
の
同
事
務
所
が
林
野

庁
に
報
告
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

大
河
原
振
興
事
務
所
の
考
え
方

と
し
て
は
、
白
石
市
全
地
域
を
一
括

し
て
解
除
に
持
っ
て
行
く
の
は
難

し
い
た
め
、
旧
町
村
単
位
で
の
解
除

を
目
指
し
て
行
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
は
、
毎
年
春
の
山
の
恵

み
と
し
て
大
変
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
な
の
で
、
早
期
の
解
除
を

求
め
て
い
き
ま
す
が
、
多
少
の
時
間

が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

児
童
館
が
な
い
地
区
へ
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
は
、

保
護
者
が
労
働
な
ど
の
た

め
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小

学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
に
、
遊

び
や
生
活
の
場
を
与
え
る
と
い
う

も
の
で
す
。
現
在
、「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
」
は
、
第
一
児
童
館
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
、
余
裕
教
室
を
活
用
し

た
第
一
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
第

二
児
童
館
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
余

裕
教
室
を
活
用
し
た
第
二
小
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
４
つ
を
、
市
の
直

営
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
大
平
小

学
校
の
余
裕
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し

た
「
大
平
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を

「
大
平
公
民
館
運
営
会
議
」
が
公
設

民
営
で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
26
年
度
に
は
福
岡

小
学
校
の
余
裕
教
室
を
活
用
し
た

「
福
岡
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
「
福

岡
地
区
民
の
会
」
が
公
設
民
営
で
開

設
す
る
た
め
、
現
在
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方

は
、「
白
石
市
児
童
館
・
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

を
設
置
。
平
成
25
年
６
月
に
方
針
が

決
ま
り
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
か
ら

市
直
営
の
児
童
館
と
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
民
間
委
託
が
決
ま
り
公

募
し
、
平
成
26
年
度
度
か
ら
す
べ
て

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
公
設
民

営
（
民
間
委
託
）
に
す
る
方
針
で
す
。

　

な
お
、
運
営
費
補
助
は
国
、
県

の
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
の

で
、
１
カ
所
あ
た
り
の
利
用
人
数

は
、
最
小
10
人
以
上
と
考
え
て
い
ま

す
（
前
々
年
９
月
ご
ろ
に
県
と
協
議

し
、
翌
年
整
備
、
翌
々
年
開
設
）。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
」
が
開
設
さ
れ
て
い
な

い
地
区
で
、
市
直
営
で
「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る
こ
と
は
、
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
各
地
区
で
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
協
議

の
上
、
開
設
し
た
い
場
合
は
、
子
ど

も
家
庭
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ

分団名 団員数 定員数
本部 7人 3人
白石分団 102人 122人
越河分団 68人 72人
斎川分団 54人 57人
大平分団 55人 54人
大鷹沢分団 75人 72人
白川分団 60人 63人
福岡分団 150人 160人
小原分団 65人 97人
合　計 636人 700人

●設立年月日　昭和29年4月１日
●分団数　８分団　●団員数　636人（１月１日現在）
●平均年齢　46.96歳
●職業形態　主にサラリーマン団員（84.1％）
●活動状態　定期的に水利点検、火災予防運動中や年末
年始の警戒など
問生活環境課　☎ 22-1314

　

そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
や
働

い
て
い
る
人
が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち

を
、
自
分
た
ち
で
守
り
た
い
」
と
い

う
想
い
の
も
と
に
集
ま
り
活
動
し
て

い
る
の
が
「
消
防
団
」。
多
く
が
、
仕

事
を
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
力
を
消
防
団
に
！

郷土愛の精神に支えられた住民組織
消防団として活動してみませんか？

Ａ ＱＡ

ＱＡ

▲「消防出初め式」。防火・防災を呼び掛ける消防団の皆さん
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